
【取組内容】第４学年 総合的な学習において、目標を明確にし、より深く学び合うための工夫

広島市立牛田新町小学校

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

１ 目標を明確にするために、ルーブリックをもとに自分のゴールや課題をスプレッドシートに記入し、
授業後に振り返りをする。

２ より深く学び合うために、学習支援ソフトを用いて他者参照したり、互いに調べたことや考えたこ
とを共有する。

自分でゴールを設定することで、
目的意識をもって意欲的に活動
に取り組むことができた。また、
「自分の課題」とゴールを明確
にすることで、活動の質が上
がってきた。

調べたことを探究する際、画面を見ながら、友
達がどのようなことを、どのように表している
のか見合うことは、探究を進めていく上で大き
な材料となった。また、発表者の疑問に対して、
フロアの児童が調べ学習をして発表者のボード
にカードを送ってアドバイスすることで、発表
内容を共有し合うことができ、互いの探究を深
めることができた。

１ 学習支援ソフト上にクラスの人数分のボードを作る。
２ 児童は、自分のボード上で、調べたことをカードに
書いていく。
３ 発表の際、フロアの児童は、発表者の疑問について
調べたことをカードにまとめ、発表者のボードに送る。
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